
 

世田谷プラットフォーム『合同ＳＤ研究会』 

 

国士舘大学、駒澤大学、昭和女子大学、成城大学、東京都市大学、東京農業大学から形

成される世田谷プラットフォームは、3 月 15 日（金）に東京都市大学二子玉川夢キャンパ

スにおいて、本学協力のもと、各大学における内部質保証の推進と大学教育の質向上に関

して地域社会等に積極的に説明責任を果たすことの重要性を改めて理解することを目的と

して、「合同ＳＤ研究会」を開催しました。 

当日は、「第 3 期認証評価のポイントを学び、自大学における質保証を考える」をテーマ

として、７大学から４４名が参加しました。 

 はじめに、公益財団法人大学基準協会の工藤潤事務局長が講演を行い、２０１８年度か

ら開始された第３期認証評価の特徴、内部質保証体制の構築、内部質保証システムの機能

性向上等について、３ポリシー（学位授与方針、教育課程の編成・実施方針、学生の受け

入れ方針）に基づく教育活動とその検証を改善・向上につなげていくためのＰＤＣＡサイ

クルの要点、学習成果を重視した取組と学習成果の把握・測定を中心に、国内外の事例を

交えて説明がありました。 

続いて、大学教育再生加速プログラム（ＡＰ）テーマＶ｢卒業時における質保証の取組の

強化｣に選定されている本学の高山知久教育研究推進部長より「内部質保証とＩＲ活動」、

東京都市大学の小池慶一企画・広報室課長より「東京都市大学における内部質保証の取組」

と題して事例紹介を行いました。その後、内部質保証、教育課程・学習成果、学生支援、

大学運営の４テーマに分かれて各大学の事例や共通課題をもとにグループ討議を行いまし

た。 

最後に、各グループからグッドプラクティスや討議内容を発表する時間が設けられ、そ

れを受けて工藤事務局長より総評があり、各大学で大学教育の質にこだわる文化を醸成す

ること、内部質保証は学生の成長を後押しするものであることを学内で共有することの重

要性が述べられ、本研究会は学修成果を重視した教育改革と内部質保証の推進に向けて貴

重な機会となりました。 

  

 


